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キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
？

　

こ
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
言
葉
は
多
様
な

意
味
を
持
つ
言
葉
で
す
。
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
ア
と

い
う
言
葉
を
仕
事
や
生
活
に
活
か
す
た
め
に
は

「
キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
」
と
い
う

視
点
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
基
本
的
な
３
つ
の
視
点
を
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

（
１
）
第
１
の
視
点
〜
「
狭
義
」
と
「
広
義
」

　

１
つ
目
の
視
点
は
キ
ャ
リ
ア
の
意
味
す
る
内
容

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。「
狭

義
」
と
「
広
義
」
の
視
点
が
あ
り
ま
す【
図
表
１
】。

① 

狭
義
の
キ
ャ
リ
ア

　

狭
義
は「
職
業
に
関
す
る
こ
と
、職
業
活
動
」で
、

「
ワ
ー
ク
キ
ャ
リ
ア
」と
呼
び
ま
す
。
例
え
ば
、「
仕

事
内
容
」
や
「
仕
事
に
必
要
な
能
力
や
資
格
」、「
地

位
・
役
職
」
な
ど
で
す
。

② 

広
義
の
キ
ャ
リ
ア

　

広
義
は
「
職
業
を
包
含
す
る
様
々
な
活
動
」
で

「
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
」
と
呼
び
ま
す
。
例
え
ば
「
趣

味
」「
家
事
」「
学
習
」「
地
域
活
動
」
な
ど
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
、
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
変
化
し
て

い
く
中
で
、
今
後
、
ま
す
ま
す
個
人
は
「
柔
軟
で
、

多
様
な
生
き
方
・
働
き
方
」
が
求
め
ら
れ
る
と
同

時
に
「
多
く
の
転
機
や
節
目
」
を
経
験
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
「
マ
ル
チ

ス
テ
ー
ジ
時
代
」
と
呼
び
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
時
代
」

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

の
考
え
方
に
つ
い
て
４
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
と
は
何
か
？

　
　

　
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
定
義
し
ま
す
か
？　

筆
者
が
講
師
を
務
め
る

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
で
は
必
ず
、
こ
の
よ
う
な
質
問

を
受
講
者
の
方
に
行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
者
の
回

答
は
「
職
歴
」「
経
歴
」「
経
験
」「
地
位
」「
役
職
」

「
資
格
」「
専
門
性
」
な
ど
様
々
で
す
。
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マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
時
代
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン　＞＞＞　

第
１
回

【図表１】ワークキャリアとライフキャリア
　

こ
の
「
狭
義
」
と
「
広
義
」
の
２
つ
の
領
域
は

相
互
に
影
響
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
仕
事
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
銭
的
余
裕
が
生
ま
れ
、

趣
味
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
仕
事
が
忙
し
く

な
る
と
、
趣
味
や
家
事
、
地
域
活
動
を
行
う
時
間

が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

【広義のキャリア】

ライフキャリア
様々な活動

【狭義のキャリア】
ワークキャリア
職業に関すること、

職業生活

相互に影響 相互に影響
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（
２
）
第
２
の
視
点
〜
「
客
観
」
と
「
主
観
」

　

２
つ
目
の
視
点
は
キ
ャ
リ
ア
の
客
観
的
な
側
面

と
主
観
的
な
側
面
で
す
。

① 

外
的
キ
ャ
リ
ア

　

客
観
的
な
側
面
を
「
外
的
キ
ャ
リ
ア
」
と
呼
び

ま
す
。「
外
的
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
、
仕
事
で
あ
れ

ば
「
営
業
」
と
い
う
仕
事
内
容
や
求
め
ら
れ
る
能

力
、
勤
務
時
間
や
場
所
な
ど
「
営
業
」
と
い
う
事

柄
に
焦
点
を
当
て
て
、
客
観
的
に
説
明
で
き
る
情

報
や
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。　

② 

内
的
キ
ャ
リ
ア

　

主
観
的
な
側
面
を
「
内
的
キ
ャ
リ
ア
」
と
呼
び

ま
す
。「
内
的
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
個
人
の
内
面
的
な

も
の
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
「
営
業
」
で
あ
れ
ば
、「
個
人
が
そ
の
営
業
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
や
考
え
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
個
人
の
心

の
中
に
あ
り
、
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
知
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
構
造
的
に
は
「
内
的
キ
ャ
リ
ア
」

が「
外
的
キ
ャ
リ
ア
」を
支
え
て
い
ま
す【
図
表
２
】。

（
３
）第
３
の
視
点
〜「
自
分
」「
環
境
」「
時
間
」

　

３
つ
目
の
視
点
は
「
キ
ャ
リ
ア
」
が
ど
の
よ
う
な

要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。「
キ

ャ
リ
ア
」
は
「
自
分
」「
環
境
」「
時
間
」
と
い
う
３

つ
の
要
素（
軸
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す【
図
表
３
】。

① 

自
分
軸

　

第
１
の
軸
は
「
自
分
軸
」
で
す
。「
自
分
軸
」
は

「
行
動
」「
認
知
」「
感
情
」
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
は
「
行
動
」
の
積
み
重
ね
で

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
行
動
を
支
え
る
の

が
「
認
知
」
と
「
感
情
」
で
す
。「
認
知
」
と
は
「
物

事
（
出
来
事
、
人
な
ど
）
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

見
方
や
捉
え
方
を
し
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。「
感
情
」
と
は
喜
怒
哀
楽
で
す
が
、
特
に
キ
ャ

リ
ア
で
重
要
な
感
情
は
「
や
る
気
・
意
欲
」
で
す
。

　

前
述
の
外
的
キ
ャ
リ
ア
、
内
的
キ
ャ
リ
ア
で
説

明
す
る
と
、「
行
動
」
は
外
的
キ
ャ
リ
ア
、「
認
知
」

と「
感
情
」は
内
的
キ
ャ
リ
ア
に
相
当
し
ま
す
。「
行

動
」「
認
知
」「
感
情
」は
相
互
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

「
行
動
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
認
知
」
や
「
感
情
」

が
変
化
し
た
り
、「
認
知
」
が
変
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
感
情
」
が
変
化
し
、「
行
動
」
が
変
化

し
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
仕
事
に
失
敗
し
た
」

と
い
う
出
来
事
に
対
し
て
、「
次
は
頑
張
ろ
う
」

と
捉
え
る
の
か
、「
も
う
ダ
メ
だ
」
と
捉
え
る
の

か
で
、「
意
欲
」
も
「
行
動
」
も
違
っ
て
き
ま
す
。

② 

環
境
軸

　

第
２
の
軸
は「
環
境
軸
」で
す
。「
環
境
軸
」は
、

「
他
者
、
家
庭
、
学
校
、
会
社
、
地
域
な
ど
の
生
活
・

社
会
環
境
」
や
「
情
報
媒
体
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
情
報
環
境
」「
自
然
環
境
」
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
環
境
は
キ
ャ
リ
ア
を
表
現
す

る
舞
台
に
な
る
と
同
時
に
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
も
な
り
ま
す
。

③ 

時
間
軸

　

第
３
の
軸
は「
時
間
軸
」で
す
。
時
間
軸
は「
過

去
」「
現
在
」「
未
来
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
は
「
過
去
→
現
在
→
未
来
」
と
い
う
時

間
の
流
れ
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
実
態
が
あ
る
の
が
「
現
在
」
で
す
。
キ
ャ

リ
ア
で
は
「
今
、
ま
さ
に
充
実
し
て
い
る
か
ど
う

か
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
自
分
軸
」「
環
境
軸
」「
時
間
軸
」
の
３
つ
の

軸
は
そ
れ
ぞ
れ
が
相
互
に
影
響
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
自
分
の
考
え
が
変

化
し
た
り
、
自
分
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
で
他
者

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
し
ま
す
。
会
社
や
仕
事
を

変
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
役
割
や
求
め
ら
れ
る
能

【図表３】キャリアを構成する３つの軸

＞＞＞ マルチステージ時代のキャリアデザイン　

自分軸（行動、認知、感情）

環境軸（生活環境、情報環境、
　　 自然環境、他者）

時間軸（過去、現在、未来）

【図表２】内的キャリアと外的キャリア

【客観的側面】
外的キャリア

客観的に説明できる
情報やデータ

【主観的側面】
内的キャリア

個人の心の中にあり、聴くことに
よってしか知ることができない
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力
が
変
化
し
た
り
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

と
は
？

　

目
標
を
設
定
し
、
行
動
計
画
を
立
て
、
実
践
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
が
、
本
稿

で
は
前
述
の
「
キ
ャ
リ
ア
の
３
つ
の
視
点
」
に
基

づ
き
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
再
定
義
し
て
、
説

明
し
ま
す
。

（
１
）「
狭
義
と
広
義
」
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　

第
１
の
視
点
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

と
は
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）
を
図
り
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
リ
ア
と
ラ

イ
フ
キ
ャ
リ
ア
が
相
互
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
状
態
に
す
る
こ
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
ワ
ー
ク
キ
ャ
リ
ア
と
ラ

イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
良
い
相
互
関
係
を
築
き
、
相
乗

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
」
で
す
。
例
え
ば
、「
仕

事
の
生
産
性
を
上
げ
る
」
→
「
家
族
と
の
時
間
や

趣
味
の
時
間
を
作
る
」
→
「
仕
事
へ
の
意
欲
が
生

ま
れ
る
」
→
「
仕
事
の
生
産
性
を
上
げ
る
」
と
い

う
「
良
い
循
環
」
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
２
）「
外
的
キ
ャ
リ
ア
と
内
的
キ
ャ
リ
ア
」　

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　

第
２
の
視
点
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

と
は
「
仕
事
や
活
動
に
対
し
て
新
た
な
意
味
づ
け

を
行
う
こ
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
意
味
づ
け
と
は
「
そ
の
仕
事
や
活
動

の
新
た
な
目
的
を
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

目
的
を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
通
り
で
す
。

・
仕
事
や
活
動
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
自
己
成
長

し
て
い
く
か
？

・
仕
事
や
活
動
を
通
し
て
、
社
会
や
他
者
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
か
？

・
仕
事
や
活
動
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
と
繋

が
っ
て
い
く
の
か
？

（
３
）「
自
分
・
環
境
・
時
間
」
軸
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

① 

自
分
軸
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
見
つ
け
る
こ
と
、
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ン
カ
ー
（
自
分
ら
し
さ
）
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
は
「
自
分
が
情
熱
を
持

っ
て
生
涯
、
取
り
組
め
る
こ
と
」
で
す
。
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
を
発
見
す
る
手
が
か
り
は
「
キ
ャ
リ
ア
・

ア
ン
カ
ー
」
に
あ
り
ま
す
【
図
表
４
】。

　
「
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン
カ
ー
」
と
は
ア
メ
リ
カ
の
組

織
心
理
学
者
の
E
・
H
.
シ
ャ
イ
ン
が
提
唱
し
た

概
念
で
す
。「
ア
ン
カ
ー
」と
は「
船
の
錨
い
か
り

」を
指
し
、

転
じ
て
、「
キ
ャ
リ
ア
の
中
心
に
あ
る
拠
点
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン
カ
ー
は「
何

が
強
み
か
（
才
能
・
能
力
）」「
何
を
や
り
た
い
の

か
（
動
機
・
欲
求
）」「
何
を
大
切
に
す
る
の
か
（
価

値
・
態
度
）」
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ

ャ
リ
ア
の
視
点
か
ら「
自
分
ら
し
さ
」と
は
こ
の「
キ

ャ
リ
ア
・
ア
ン
カ
ー
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

② 

環
境
軸
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
「
環
境
（
他
者
、
企
業
等
）
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
要

請
と
折
り
合
う
こ
と
、
他
者
か
ら
の
支
援
を
得
る
こ

と
、
新
し
い
役
割
や
居
場
所
を
発
見
す
る
こ
と
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
や
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン
カ
ー
を
追
求
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
他
者
や
社
会
、
企
業
の
ニ
ー

ズ
・
要
請
と
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
、
自
分
の
中
に

取
り
込
ん
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
他
者
か
ら
の
支
援
を
得
る
た
め
に
は
自
分

の
こ
と
を
他
者
に
自
己
開
示
し
、「
支
援
し
て
欲

し
い
」
と
伝
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

年
齢
や
地
位
が
上
が
る
と
、
プ
ラ
イ
ド
が
邪
魔

を
し
て
な
か
な
か
後
輩
や
部
下
に
支
援
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
他
者
に
支
援
を
求

め
る
こ
と
も
能
力
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
援
助
希
求

能
力
」
と
呼
び
ま
す
。

③ 

時
間
軸
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
「
人
生
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
を
ど
う
使
う
か
、

長
期
的
・
系
統
性
の
あ
る
進
路
と
し
て
、
過
去
か

ら
未
来
へ
と
テ
ー
マ
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
は
言
い
換
え
る
と

「
時
間
の
使
い
方
」
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
人
の
「
時
間
の
使
い
方
」
が
そ
の
人
の
キ
ャ
リ
ア

の
有
様
を
決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す【
図
表
５
】。

　

ま
た
「
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
「
長
期
的
で
あ
り
、

【図表4】キャリア・アンカー

キャリア・アンカー
キャリアの中心にある拠点

①何が強みか（才能・能力）
②何をやりたいのか（動機・欲求）
③何を大切にするのか（価値・態度）
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系
統
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
長
期
的
と

は
「
生
涯
に
わ
た
る
期
間
」
が
前
提
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
系
統
的
と
は
「
筋
が
一
本
通
っ
て

い
る
こ
と
」
で
す
。「
筋
」
と
は
仕
事
や
活
動
を

行
う
際
に
発
揮
し
て
い
る
「
態
度
・
姿
勢
、
ス
キ

ル
、
行
動
特
性
」
や
「
考
え
方
」
な
ど
で
す
。

　

例
え
ば
、
営
業
か
ら
経
理
に
仕
事
が
変
化
し
た

と
し
て
も
、
営
業
で
培
っ
た
能
力
を
経
理
で
活
か

し
て
い
た
り
（
こ
の
よ
う
な
能
力
を
「
転
移
可
能
な

能
力
」
と
呼
び
ま
す
）、
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
・
態

度
は
経
理
に
お
い
て
も
営
業
と
同
じ
よ
う
に
発
揮

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
様
々
な
職
務
を
担
当

し
て
き
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
一
貫
し
た
も
の

が
あ
れ
ば
、キ
ャ
リ
ア
の
満
足
度
も
高
く
な
り
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
は
『
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
ラ
イ
フ
・
シ
フ
ト
）
―
１
０
０

年
時
代
の
人
生
戦
略
』（
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
、

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
共
著
）
と
い
う
書
籍
の

中
で
登
場
し
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
「
過
去
２
０
０
年
、
平
均
寿
命

は
右
肩
上
が
り
で
延
び
、
10
年
ご
と
に
２
、
３
年

ず
つ
延
び
て
い
る
。
２
０
０
７
年
生
ま
れ
の
日
本

人
の
50
%
は
１
０
７
歳
ま
で
生
き
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
推
計
を
当
て
は
め
る
と
、
日
本
人

の
男
女
合
計
の
平
均
寿
命
約
84
歳（
２
０
１
８
年
）

か
ら
平
均
寿
命
が
１
０
０
歳
に
な
る
の
は
、
10
年

で
寿
命
が
３
年
間
延
び
る
と
し
て
、
53
年
後
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
47
歳
未
満
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
１
０
０

歳
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
寿
命
が

延
び
れ
ば
、
職
業
生
活
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
長
期

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
企
業
の
雇
用
に
関
し

て
は
現
在
、
希
望
者
に
は
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用

が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
生
１
０
０
年
時
代

に
お
い
て
は
75
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
普
通
の
こ
と

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　

来
る
べ
き
人
生
１
０
０
年
時
代
、
職
業
生
活
の

長
期
化
に
備
え
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
リ

ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

前
述
し
た
「
３
つ
の
視
点
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」
の
考
え
方
を
活
用
し
て
、
長
期
化
す
る
職

業
生
活
を
「
自
分
ら
し
く
意
味
づ
け
を
行
い
、
系

統
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
３
つ
で
す
。

（
１
）
転
機
・
節
目
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
終
了
し
、
新
た
な
活
動
を

始
め
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

・
何
が
変
化
し
て
い
る
の
か
、
変
化
に
よ
る
影
響

は
ど
の
程
度
か
を
明
ら
か
に
す
る

・
終
了
し
た
も
の
、
思
い
切
っ
て
捨
て
る
も
の
は

何
か
を
明
ら
か
に
す
る

・
維
持
す
る
も
の
、
新
し
く
習
得
す
る
も
の
は
何

か
を
明
ら
か
に
す
る

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
期
待
と
と
も
に
、

不
安
や
葛
藤
を
あ
り
の
ま
ま
に
自
己
受
容
す
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

（
２
）
偶
発
性
の
活
用

　

長
期
的
な
職
業
生
活
に
お
い
て
は
、「
事
前
に

計
画
し
、
行
動
す
る
こ
と
」
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
計
画
す
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
「
偶
発
的
な

出
来
事
を
好
機
と
捉
え
、
キ
ャ
リ
ア
に
活
か
し
て

い
く
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は

「
何
事
に
も
関
心
を
持
ち
、
失
敗
や
変
化
を
恐
れ

ず
行
動
す
る
こ
と
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
３
）
生
涯
学
習
の
必
要
性

　

キ
ャ
リ
ア
は
「
生
涯
に
わ
た
る
学
習
」
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。学
習
と
は「
知

識
や
ス
キ
ル
、
考
え
方
、
行
動
」
な
ど
を
新
し
く

習
得
し
た
り
、
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

知
識
や
ス
キ
ル
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
陳
腐

化
し
て
い
き
ま
す
。
知
識
や
ス
キ
ル
を
更
新
す
る

た
め
に
キ
ャ
リ
ア
の
節
目
に
学
校
に
行
っ
て
学
び

直
す
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

次
回
以
降
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て

の
キ
ャ
リ
ア
の
描
き
方
、
必
要
な
能
力
、
生
涯
学

習
の
実
践
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【図表５】時間軸のキャリアデザイン

キャリアをデザインする
＝ 時間の使い方

←　　　  人生の限られた時間　  　　→

過去 未来

キャリアの有様を決めていく


